
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

智

c71‘2）明治五 十 月 二 十 年 四 十 四日

（

雜
　

　

録
）

　

○

再
び

三

崎
産

巨
形
「

ア

ウ

屮

ク

ラ

リ

ァ
」

に

繭

て

　
は

只
口

器
及
び

第
一

歩
行
肢
を

有
す
る

の

み
、

下
顋

ε

第

　
一

歩
行
肢
ご

は

觸
覺
を

司
る

具

こ

な
る

、

上
顋
に

は

好

く

　
發

逹・
し

た
る

鉗
を

有
す

、

聽
毛

な
ε
・

…
・

…

：

…

…

：・
・

　

　
　

…
−

…・
第
三

目

避
日

類
（

。な

島
含

讐
）

（

一

こ
、

呼

吸
器

は

前
體

夊
は

後
體
の

内
何
れ

か
一

っ

に

ゐ

ら

　
叉
は

全

然
欠
損
す

、

第
一

及
び

第
二

歩

行
肢
の

間
に

著
じ

　
る

し

き
縊
れ
な

む
、

下
顋
の

鉗

は

發
育
よ

か

ら

す

　

　
（

イ
）

、

聽
毛

は

歩
行
肢
の

數
對
に

あ
る

か

叉
ほ

其
内
一

　

　
　
封
の

み

に

あ

り
、

前
體
芒

後
體
ご

の

區
別

明
ら
か

な

　

　
　
り

　
　
（

い
）

、

聽
毛
は

下
顯
に

も
あ

り
、

後
體
は

甚
だ

細

　
　

　
き

柄
に

よ

り
て

前
體
に

連
ら

な・
9

後
體
は

多
く

　
　

　
は

環

節
に

分
だ
れ

す
む

て

常
に

紡

經
突
起

を
有

　
　

　
す

　
第
四
目

眞
正

蜘
蛛
類
（

〉

蕁
邑
鼬・
ご

　
　（

ろ
＼

聽

毛
は

歩
行
肢
に

の

み

存
す

、

後
體
は

明

　
　

　
ら
か

に

環

節
に

分
た

れ

太
き

柄
に

て

前
體
に

蓮

　
　

　
な
・
9
紡
練帖

突
起

な・
し・
：
・・

…・
　・

　
　

　
…
：

第
五

目
觸
脚

類
（

冠
。
9

量
ξ・
こ

（

・

）

、

聽
毛
は

全

然
欠

損
す
る

か

叉
ば

體

軈
上
に

あ

り
、

　
最
後
の

歩
行
肢
の

後
ろ
に

於
て

前
體
ε

後
禮
ご

の

隨

　
別

な

き
か

又
は

僅
か

の

境
界
あ
り

　
　
（

い
）

、

第
二

對
の

歩
行
肢
は

伸
長
し
て

觸

覺
を
司

　
　

　
る

器
ご

な

る

二

個
の

眼
は
一

つ

の

凸
丘
の

雨
側

　
　

　
に

あ
り
、

體
は

常
に

明

臼
に

環
節
よ

り

な

る

：

｛

四
亠

ハ

　・
：

：・

第
⊥

ハ

目

長

脚
類
（

男
『

巴

鶏
占
愛
眇

）

（

ろ
）

、

第
二

對
の

歩

行

肢
は

他
の

歩
行

肢
ε

著
ご

る

し

き
差
な

こ
、

眼
は
（

若
し

存
在
せ

ば
）

前
體

　
の

側
邊
に

あ

り
、

體
は

不

分
明

に

環

節
に

分
た

　
る

…

第
七
目

壁
蝨
類
へ

ぎ
毳
空

ε

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
（

奥
村
多
忠
〉

雜

　
録

皿

　
　

　

　
　

　

　
）

●

再
び

三

崎
産
亘

形
「

ア

ウ

ー

ク

ラ

リ

ァ
」

に

就
て

　
此
頃

故

箕
作
博
士
の

採

集
に

係
る

標
本
を

調
べ

居
る

内
、

圖
ら

す

嘗
て

本
誌
二

七
〇
號
五

〇
−

五
一

頁
、

及
び

二

七
三

號
二

九

頁

に

報
牛
口

し

て

置
い

た

彼
の

稀
有
な

る

毎

鼠
幼
蟲
を

數
多
發
見
し

、

且

之

に

混
じ
て

更
に

別
の
一

種
の

あ

る

を
見
出
し
た

故
、

之

を

報

告
し
、

併
せ

て

前
種
に

就
い

て

術

多
少
の

補
遺
的
記
遶
を
試
み

た

い
、

こ

思

ふ
。

　
「

ア

ウ
リ

ク
ラ
リ

ア
」

甲

號
（

挿
圖
2

−
15

）

　

之
は

似

前
紹

介
し
た

者
で

、

三

崎
に

於

け
る

發
見
の

由
來

等
に

就
い

て

は

既
に

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ク

リ

ン

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
ヨ

述
べ

た

の

で

ゐ

る
、

概
し
て
（
一、

三
z

氏
が

カ

ナ

リ

ア

島
で

發

見
む

た

爵
ミ．
馬

§
ミ
蔑、
←

、
ミ
ミ
、

こ・
§
窪

ミ
へ气
ミ
へ

挿
圖
1

）

に

酷
似
し

て

居
る

が

多
少
の

興
咏
あ

る

事
實
を
見
た

故
、

日

本
動

物

學
萱
報
第
七
卷

第
五

樹
に

も

簡
單
に

報
告
を
む
て

置
い

だ
。

｝

■
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號 入 十 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動（713♪

O
　．

夢

→

（

雜
　

　

録
）

　
O
再
び
三

崎
産

巨
形
、

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア
L

に

就

て

ー
ー
瞋盛

　
畳
「

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア
・

ヌ

デ
ィ

ブ

ラ

ン

キ

ア

タ
」

背
面
全

形
。

凡

二

十
二

倍

（

ク

ー
ン

氏

原
圖
）

　
フ

「

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア
」

甲

號
、

淌…
化
管

及

纖
毛

帶

の
→

部
を

示
ぞ
。

凡

十
一

倍、

左
側

面
。

　
3
同
上
、

腹
側

面
。

　
4
同
上
骨

片
。

凡
二

百

七

＋

倍
。

甼

面
，

　
5
同
上

、

側
面．

　

6
「

ア

ウ

ワ

ク

ラ

リ

ア
」

乙

號、

背
面
全
形。

凡
二

十
四

倍
、

　

略
掌

解

A
肛

門
、

B

盲

嚢
賦

肥

大
部、

D
背
孔

恥

前

體
腔
（

又
ハ

軸
竇）
、

斑

左

側
躄
腔、

恥

右
側

腔
、

F
食
迸、

G
口

域、

11

永

腔、
（
環
形

水
管
の

基

原
）

、

M

胃
、

0
口、
P

孔

管、

R
末
膓、

蹴

砂
管
、

W

翰

朕
骨
片。

四

七

」
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例 4）日 五 十 月 二 十 年 四 十 四 治 朋
‘

ー
舞
Σ
こ樞
渉

ー唱　
f
−

（

雑
　
　

隸
）

　
O
再
び

三

崎
産
滬

形
「

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア
」

に

就

て

　

賂
の

大
さ

、

鐵
毛
帯
の

複
雜
の

度
、

出
現
の

時

期
等
に

關
し
て
、

我
が

標

本
ご

ク

ー

ン

氏
の

夫
ご

相

違
せ

る

事
に

就
て

は

既
に

申

む

だ

逋
b
で

あ
る

、

生
き

た
の

を
見
る

ご

全
體

透
明
で

あ
つ

て

丶

繊

毛
帶
は

淡
紫
色
を
呈

し
、

鶻
表
は
一

面
に

細
か

い

黒
點
が

飛
白
の

樣
に

散
布・
し

（

2

及
昌

）

、

顯
微
鏡
で

見
る

ご

此
の

黒
點
は

赤
褐
色

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　｝

不
定
形
の

色
素
細
胞
で

、

絶
え
す
「

ア

メ

ー

ご

樣
蓮
動
を
し
て

居
る
o

輪
献
を

な
せ

る

骨

片
（

4

及
5

）

は

特
に

鱧
の

後
部
に

多

く
集
り
、

直

徑
○
。

〇

七

乃
至

○
・

一

〇
二

五
粍

、

中
央

部
に

孔
な

く
、

盃

状
を
な
し
て

凸
面
が

騰
表
に

向
ふ

樣
に

位
む

、

車
輻
の

數

十
一

乃
至

十
七
個

、

周
圍
の

環
は

内
面
に

細
か

い

鋸

齒
を

生

じ
居

る

を

見
る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　一

　

濾
化

管
は

ク

；

ン

氏
の

報
告
せ

る

ε

同
じ

く
、

弓
歌
に

曲
っ

た

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　　

食
道
（

2

及
3F

）

か

ら

急
に

瓜

形
の

大
き
な

胃
へ

M
）

に

績
き

、

其
の

腹
側
の

後
端
で

狹
い

通
路
に

依
つ

て

末

膓
（

R
）

に

移
る

鼓
に

は

前
方
に

延
び

だ

大
き
な

盲
嚢
へ

B
）

が

あ
つ

て
、

呼
吸
樹
の

基

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　一

原
で

あ
ら

う

ご

想
像
せ

ら
れ
て

居
る

、

肛
門
（

A
）

は

末
膓
の

後

端
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　 

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
カ
　

ミ

ソ

腹
側
に

於
て

開
く
。

食
物
の

逋
過
す
る

状
ほ

、

洋
紅
の

細
末
を
水

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　｝

に

混

じ
て

見
る

事
が

畠
奈
る

、

先
づ

體
側
か

ら

斜
に

前
腹
方
に

走

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　｝

る

溝
斌
の

口

域
（

呂

G
）

に

は

繊
毛
に

依
つ

て

起
つ

た

水

流

が

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　…

め
つ

て

細
末
を
口

部
に

運
び

、

ロ

に

入
る

ご
一

回

の

嚥
下
で

直
に

胃
に

入

り

、

こ

れ

か

ら
極
め

て

徐
々

に

後

方
に

下
つ

て
、

其
の

健

末
膓
に

逾
ら

れ

る
、

末
膓
で

は

數
回
環

欺
に

流
轉・
し

て

後
、

邃
に

肛

門
か

ら
排
出
せ

ら
れ
る
。

　

髓
膣
（

3
琉

及
矧
）

は

胃
の

左
右
に

位
・
し

て

殆
ご

其
の

全
長
に

港

｛

、配
玉

ー
壅

…、，

ー
言尹ト
4、，

ー．同』
ート
〜
’

ー
君
、
ー

四

八

う

て

走
う
、

多
少
背
腹
に

幅
を

擴
げ

始
め

て

居
る

が
、

竝
に

特
に

注
意
す
べ

き

は
、

大
形
な
標

本
に

は

食
道
末

部
の

左

側
に

環
形
水

管
の

基

原
（

水

腔
）

が

現
れ

居
b
、

且
之
に

數
個
の

小

突
起
が

有

っ

て

將
來
の

觸
手

水

管
を

指
示
し
て

居
る

事
で

あ
る
。

從
來
の

例

に

あ
っ

て

は

砂

管
ほ

直
に

こ

の

水

腟
に

迺
じ

居
る

の

で

あ

る

が
、

此
の

塲

合
で

は
、

左
側

に

扁
6
て

背
孔

を
以
て

開
口

せ
る

砂
管
（

實

は

孔

管

あ
他
蝿
は
、

極
め

て

薄
い

膜
で

覆
は
れ

陀

管
を

介
し
て

間

接
に

か

の

水

腔
に

續
き

、

こ

の

薄
膜
の

管
は

更
に

後
方
に

向
っ

て

幾
つ

か

の

枝
に

別
れ

て

居
る

（

］

ぬ

麥

照
、

D

背
孔

、

P
孔

管
）

。

ク

ー

ン

氏
は

此
の

管
を
以
て

環
形
水

管
の

基

原
な

り
こ

な
・
し
、

そ

の

前
後
の

端
が

斜
に

延
び

て

途
に

消
化

管
を

抱
く

に
至
る

で
ゐ

ら

う
か

ご

想
鱇
し

た
、

蓋
し

そ
の

標
本
に

は

余
の

見
た

如

き
立

派

な

水
腔
が

別
に

形
成
せ

ら
れ
て

は

居
な
か

つ

た

故
に

此
の

誤
れ

る

考

へ

を

起
し
た

も
の

で

あ
る
、

偖
然
ら
ば

か

の

薄
膜
に

包
ま
れ
に

分

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　

　

岐
せ

る

管
は

何
か

、

余
は

そ
の

位
置

よ

り

割
斷
亡
て

、

從
來
前
體

の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　

ロ

　
サ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　

ロ

　
の
　

　

腔
（

｝

畧
9．｛（
滞

09

ω

；
8
。

ご

軸
竇
（

臣

善
一

の

ぎ

塁
）

或
は
η

ハ

穿
孔

嚢

（

尾

監
冒

魯
9
 

三

浄
器

）

な

ざ
二

呼
ば

れ

だ
も
の

に

相

當
す
る

も
の

ご

考
へ

陀

い
、

そ・
し

て

水

腟
と

孔
管
ざ

の

間
を
連
絡

す
る

部
分
（

翫
）

が

其
の

砂

管
ご

名
つ

く
べ

き

所
で

あ
る
マ
」

思

ふ

の

で

あ
る
。

　
亀

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

モ

ル

テ

ソ

　
以

上

は

余
の

觀
察
の

要
旨

で

あ
る

が
、

頃
日

丁

抹
の

嵐
2
窪
国

〒

セ
　
ン

。・一、
2
氏
よ

り
、

余
の

報
告
に

對・
し

て

二

三

の

注
意
を
促
さ

れ
、

余

が

グ．
h
ン

氏
以

纔

斯
か

る

幼
蠢
の

報

告
あ
る

を

見

す
ご

い

つ

な

の

に

對
し
、

毛

氏
が

嘗
て

報

告
せ

る

＼

ミ
こ
リ

ミ
ミ
§

慧
ざ
優

ミ

瀬
卜

籌
 

ミ
陀

（

本
誌
二

七
三

號
二

九

頁
）

は

實
に

此
の

類
で

あ
る

ご

云

ひ
、

襲
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號 入 十 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動（γ！b丿

◎

又
余
が

日

本
産
の

者
を
以
て

抵゜
§
霞

§
町
§
さ

ミ
g
欝
に

同
定
せ

ん

こ

す
る

傾
向
め
る

を

同
意・
し

難
し
ご

せ

ら
れ

だ
、

今
之
等
に

就
て

の

韓

辯
は

竝
に
は

省
く

け

れ

ざ

も
、

前
二

回
の

本

誌
上
の

報
告
に

於

て

日

本

産
の

者
ご

カ

ナ

リ

ア

島
産
の

者
ξ

を
全
く

同
一

種
ご

爲
し

た

事
は

竝
に
一

先
づ

撤
回
し
た

方
が

婪

當
で

あ

ら

う
ピ

思
ふ

、

但

し

以

前

に

も
云

つ

た

逋
り
、

今
新
に

之
に

假
の

學

名
を

命
す
る

事

も

差
控
え
て

置
ぐ

積
b
で

あ
る
Q

　

偖
、

此
の

幼
蟲
の

將
來
に

關
し

て

は

全
（

不

明
で

あ
る
、

そ

氏

が

深
海

産
の

肇
謎
弓
o

蜜

類
に

屬
す
る

も
の

で

あ
ら

う
ご

云
つ

て

居
る

の

は
、

た

ゴ

此
の

類
に

屡
々

末

膓
か

ら

盲

嚢
朕
の

突
超
が

生

じ
て

、

呼

吸
樹
ご

相

同
の

器

官
を
形
威

む

居
る

事
ご

、

彼
の
ユ

メ

ナ

マ

コ

の

如
く

此
の

類
は

何
れ

も

艶
麗
な

形
態
色

彩
を
有・
し

居
る

事
な

ご

が

似
逋
つ

て

居
る

所
か

ら

考
へ

た

も
の

ら

む
い

、

叉

米
國

　

　

　
　
ク

フ
ロ

ク

の

国．
H
」°

9b
辷

集

氏
か

ら

ミ
ミ．〜
勘へ）
ミ
嚀・
ミ

ヘ

ミ
笥

OP

の

幼
蟲
ご

思

ふ

だ

云
つ

て

來

ら
臼

た

が
、

こ

れ

は

無

足

類
に

屬
む
て

輪
状
骨
片

を

有
す
る

者
で

あ
る

所
か

ら
の

思

ひ

付

き
ご

見
え
る

け
れ

ざ

も
、

輪
眠

骨

片
は

此
の

屬
の

み

で

な

く

前
記

「

エ

ラ

シ

ボ

ダ

」

の

多
數

に

も
、

多
少
の

違
は
あ

る

が

輪
欺
骨
片
が

あ
る
、

加
之

、

幼
蟲
の

有
す
る

骨
片
は
戒

體
に

移
る

ご

き

全

然
新
に

別
な

形
に

造
b
替
へ

ら
れ

る

も

の

で

あ
つ

て
、

成

體
に

あ

る

骨
片
の

形
を

似
て

直
に

幼

蟲
の

夫

ご

比

較
す
る

事
は

出
來
な

い

も
の

で

あ
る

以

上
、

剃
氏
の

想
像

遽
に

信
す
る

事
は

出

來
な

い

ε

思
ふ

。

　
「

ア
ウ
リ
ク
ラ
リ
ア
」

乙

號
（

挿

圖
b

）

　

之
は

今
回

だ

ガ
一

個

の

標

本
を

發
見
し
た

の

で
あ

つ

て
、

明

か

に

前
類
ご

は

異
な
る

者

（

雜
　

　

録
＞

　
Q
再
び

三

崎

薫
巨
形

，

ア

ウ

リ

ク

ラ

リ

ア

」

に

就

て

吋

で
あ

る

が
、

余
は

い

ま

之
が

研
究
に

費
す
べ

き

時
を

有
せ

す
、

且

余
の

如
き

莉

學
者
に

は

唯
｝

個
の

標

本
で

は

充
分
な

觀
察
も

爲
得

訟

事
故

、

過
日

前
類
の

標
本
ご
一

緒
に

之
を
モ

ル

プ
ン

セ

ン

氏
の

許
に

邊
り
、

其
の

研

究
を
托
し

た
、

標
本
の

爲
に

も
幸
旙
ビ

思
ふ

の

で

あ

る
。

同
氏

は

目
下

叉
新

し
い

多
く

の

標

本
を
得
て

其
の

報

告
を
起
草
中
で

あ

る

故
、

若
し

幸
に
・
し

て

余
の

遞
つ

楚

標
本
が

無

事
に

氏
の

手

許
に

屆
く

な

ら
ば

、

必

す
や

面
白
い

觀

察
が

あ

ら
う

ご

思
ふ

、

他
日

同
氏
の

報

告
を

見
る

ご

き
、

其
の

梗
概
を
紹

介
す

る

事
こ

し
、

今
は

唯
、

極
く
ザ

ツ

ご

余
の

此
の

標
本
に

就
い

て

見

た

所
を
記

す
に

止
め

や

う
ご

思

ふ
o

　
此
の

標
本
は

長
さ

約
三

粍
、

幅
二

粍
四

分
「

、

割
合
か

ら

云
へ

ば

前
類
に

比・
し

て

著
し

く

幅
が

廣
い

、

生
時

の

色
は

知
れ
な

い

が

保
存
せ

ら
れ
だ

所
で

は

無
色
で

あ

る
。

一

見
し
て

直
に

前
類
ε

區

別
し

得
べ

き
は

、

今
云

ふ

如
く

幅
の

廣
い

事
の

外
、

繊
毛
帯
の

曲
線

が

頗
る

粗
い

事
、

纎
毛
帶
の

左

右
の

者
が

前
端
で

は

極
く

近
づ

い

て

居
る

の

に

後
端
で

は

遠
（

距
つ

て

居
る

事
、

等
で

あ
る

が
、

な

ほ

詳
し

く
調
べ

て

見
る

ご
、

食
道
へ
F

）

や

胃
（

M
）

が

蝕
程
短
か

い

上

に

末

膓
（

H
）

は

管
欺
で

、

　一

つ

も

盲
蠹
駄
の

肥

大
部
を

有
し

な

い
、

水

腟
（

H
）

は

現
れ

て

居
る

が
、

前
類
に

見
た

樣
な
前
體

腔
は

ザ
ッ

ご

見
た

余
の

觀
察

で

は

見
出
さ

な

か

つ

た
、

そ・
し

て

直
に

孔

管
（

P
）

を

逋
じ
て

背

面
左
側
に

偏
し
て

背
孔
（

D
）

を

獄

て

開
口

し

て

居
る
。

輪
默
の

骨
片
（

W
）

は

そ
の

數
概
む
て

少
く
、

且

つ

小

形

で

あ
つ

て
、

直

徑
凡

そ
○
．

〇
五

五
乃

至

○
．

〇
七

粍

位
、

形
聖

位

置
は

前
類
の

こ

全

く

同

様
で

、

矢
張
b
環
の

内
面

に

鋸
齒
を

有
し

塾
　　δ
し

5
ー

囚

九
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（7／6）日 五 十 月 二 十 年 四 十 四 治 明

詐ト『
」
，

津
荘
r

季
藍＋監
ー，
ー−
1，、
1

　
ー，
…
ー‘
lIL

「
1
ー｝
滴「匹

　．r
　
　、’、』
ー
i111

、、
、へ．
］
1

　
1

ー

“戸
コ、【ト
ー卍、
「

蓴

ー

｛
」
 
i

　

し

　

　
　〔
雑
　
　

蹉
）

　
0
第
一
回

萬
國
入
種
改

艮
會

議

車
輻
の

數
は

通
常
十
四

個
で

め

る

が
、

稀
に

十
三

個
又
は

十
五

個

の

塲

合
も
あ

つ

た
。

　

之

以

上
詳

し

い

事
は

見
な
か

つ

だ

の

で
、

委
細
は
モ

氏
の

研
究

發
表

を
待
つ

事
に

す
る

が
、

從
來

知
れ

た

幼
蟲
で
は

、

モ

氏
が

弊

・
ミ
ミ
≒

の

名
を
以
て

、

フ

ェ

ル

ナ
ン

ド
・

ノ

・

ン

声

附
近
か

ら
獲
だ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

標

本
に

就
て

記

載
し
陀

も
の

（

本
誌
二

七
三

號
二

九

頁
參
照
）

ご

最
も

よ
（

似
て

居
る

け

れ
ざ

も
、

之
れ

は

輪

状
骨
片
に

鷯
て

の

詳

細
が

わ
か

ら

す
、

且

大
さ

や

繊
毛

帶
の

迂
曲
の

度
が

我
が

標
本
程

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

發
逹
し
て

居

な

い

の

で
、

充
分
に

比

較
す

る

事
は

出
來
な

い
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

讀
者
諸
氏
に

乙

て
、

臨

海
實
嶮
の

折
、

是

等
の

幼
蟲
を
上

曳
の

　一

獲
物
の

中
に

發
見
せ

ら

る

≧

事
が

あ
つ

た

な

ら
ば

、

何
卒
惠
與
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

勞
を

惜
ま
れ

ざ

ら

ん

事
ぜ

願
ふ
。

殺
す
に

は

オ

ス

・、

ウ

ム

酸
η
A

は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

昇
汞
を
用
ゐ

、

酒
精
に

保
存
せ

ら
る

れ
ば

宜

し
、

酸
を
用
ゐ

、

又

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

は
7
オ

ル

マ

ソ
ン

に

保
存
し
た

標
本
で

は

大

切
な

骨
片
が

溶
け

去

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

つ

て
、

査
定
に

不
便
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

（

大
島

　
廣
）

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

●
第
一

回
萬
國

入
種
改
良
侖

呈
磯

　
ゴ

ル

ト

ン

逝
け
る

も

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　

其
遺
業
は

不
朽
に

、

彼
の

唱
遣

せ
る

人
棟
改

良
論
は

、

世
界
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　

各

隅
に

其
紹
述

者
を
得
る

に

至

り
、

現
に

本
邦
に

も
、

斯
學

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　
に

關

す
る

二

三

の

著

逋
の

出
版

せ

ら
れ

、

生

物

學
者
の

も
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
」

　

　
瑚

外
、

獪
、

浄
田

博
士
の

如
き

眞
蟄
な
る

學
者
の

評
論
の

發

　

　

表
せ

ら
る

よ

を
見
る

に

至

れ
b
。

是
機
運
に

乗

じ
、

此

度
各

　

　

國

同
好
の

士
相

會
し

て
、

今
後
の

發
展
の

基
礎
を
定
め

ん

ε

　

　

す
‘

い

ふ
c

其
會
同
の

發
企

者
よ
り
、

東
京
理
科
大
學
動
物

　

　

學
敷
室
の

渡
瀬

敏
授
に

寄
せ

來
れ
る

趣
意

書
次
の

如
己
。

玉

○

マレ　コト
ピ
し

　

ミ　　
　　

イ
ヨ

　
　
　
伽

　
　
　
蹴

　
　
　
y

　

入
類
の

相

集
ま
う
て

肚

會
を
成
せ

る

以

來
、

絶
え
奇

其

精
態
に

幾
分
の

變
化

を
來
む

、

祗
會
各

員
間
生

存

競
爭
の

峻
烈
を

輕
減
し

だ

り
o

然
れ

ざ

も

其
自

羸

弱
者
體
暫ハ
の

劣
等
な
る

よ

り

起
る

必
然
の

結

果
を
阻
止

す
べ

き
實
力

、

願
望
を

有
す
る

に

至

り

し

は

近
年
の

事
に

屬
す

。

而
か

も

他
人
の

不
幸
に

對
す
る

同
情

、

及
之

を

緩
和

す
る

力
の

大
に

増

進
す
る

に

連
れ
て
、

淘

汰
の

作
用

を
發
す
べ

き

事
情
に

劇
變
を
生

じ
、

最
早

、

瓱
翡
や

不
能
は

、

個
人
若
く
は

人
種

の

驅
逐
を
决
す
る

に

足

ら

ざ
る

に

至

れ
り
。

き

れ

ば

各

瓧
會
は

、

自

ら
其

最
強

煮
、

即

ち
最
も
有
釜
に
・

し

て
、

最
も．
儂
値
め
る

傷

存
績
を
保
庇
せ

ざ
る

べ

か

ら
ざ
る

や

疑
ふ
べ

か

ら

す
。

然
る

匹
事

實
ば

是
に

反
し

、

殆
ん

ざ
凡
比
の
瓧
會
は

、

賓
k
體
盾
盻

溜
能
共
に

完
か

ら
ざ
る

者
に

、

子

孫
を

遺
す

を
許
す

の

み

な

ら

す
、

又

天

賦

の

資
質
に

於
て

優
等
な
る

も

の

よ

資
財
に

よ

り

て
、

其

存
續
を

計

る

す
ら

も
な

す
が

如
き
組

織
の

下
に

在
り
。

斯

の

如
く

に

し
て
、

諸
種
の

逕
路

を

辿
り
、

各
種
の

理
由
に

基
き
、

凡
て

の

交

明
祗

會

に
、

劣

適
者
撰
擇
の

現
象
を

生
す

。

是
れ

人
類
の

將
來
に

取
り

て

重

大
な
る

繭
根
ざ

い

ふ

べ

し
。

而
か

も
獨

b
劣
者
系

統
排
除
の

妨

げ
ら
る

よ

に

止
ま

ら

す
、

多
く
の

肚

會
に

於
て

は
、

又
優
者
の

驅

逐
を

傍
觀
し
、

且
っ

其
勢
を
助
長

す
。

　

斯
の

如
き

瓧

會
政
策
に

起

因
す
る

避
く
べ

か

ら

ざ
る

結

果
は

、

人
類
の

退

化
に

し

て
、

遒
歩
を
阻

絶
せ

し
め

、

且

っ

文
明

破

壊
の

凶
兆
π
る
べ

き

も

の

た

る

や

明
か

な
b
。

若
し
是
に

反・
し
、

優
者

の

盆
塘
を
助
成
し
、

劣
者
系
統
の

斷

繩
を

計
る

の

政
策
に

し

て

實

行
せ

ら

る

れ

ば
、

人

類
の

改

良
亦
望
み

得
べ

く
、

其

繁
榮
亦
限
り

ト

N 工工
一Eleotronlo 　


